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資格・検定名 種 受験者数 合格者数

基本情報技術者 ③ ４６人 ３０人

人 応用情報技術者 ③ ２７人 ６人

人
情報セキュリティ
マネジメント

③ ３１人 １７人

人

％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 4

7 名 4.2 ％

（別紙様式４）

令和5年7月31日※１
（前回公表年月日：令和4年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

〒464-0850
愛知県名古屋市千種区今池２丁目１番１０号

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人河合塾学園 昭和53年8月1日 河合英樹

トライデントコンピュータ
専門学校

昭和59年3月31日 勝田雅人
〒450-0002
愛知県名古屋市中村区名駅３－２４－１５

工業 工業専門課程 高度情報学科
平成６年文部科学省

告示第８４号
―

学科の目的
情報技術全般に関する応用的知識・技能を持ち、それを問題解決に活用できる実践力およびソフトウェア開発能力を持ったIT人材を育成す
る。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成29年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

０時間 ０時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
２７００時間 ８４０時間 ２１３０時間 ０時間

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
成果物、小テストによる総合判定

１０５人 １６３人 １人 ４人 ３人 ７人

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：８月６日～９月２日
■冬　 季：１２月２６日～１月９日
■学年末：３月６日～３月３１日

卒業・進級
条件

進級・卒業は当年次に３０単位以上取得して、進級もしくは
卒業判定会議で承認されること

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応
個別、あるいは保護者同席での面談

■サークル活動： 有

■就職率　　　　　　　　　： 98.2

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中退防止・中退者支援のための取組
個別面談、保護者会との連携、学費援助制度の導入、臨床心理士カウンセリング

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
トライデント奨学生制度…在学中に学業優秀と認めた学生は進級時に特待生として認定し、面接等の選考試験を行った上5万円から30万円授業料を免除

トライデント同窓会奨学生制度…同窓会より、人物、学業成績が優秀で就学上経済的援助が必要な学生に対し、若干名に年額上限10万円給付

■専門実践教育訓練給付：　　　　非給付対象

令和4年4月1日時点において、在学者168名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者161名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

（例）学校生活への不適合・経済的問題・進路変更等

進路変更、病気療養

■その他

年度卒業者に関する

就職等の
状況※２

■就職希望者数
：

56

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

演習

■国家資格・検定/その他・民間検定等
CTCシステムマネジメント㈱、アイレット㈱、日本情報産業㈱、
パシフィックシステム㈱、富士ソフト㈱、ヤマトシステム開発㈱

（令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

第６回専門学校HTML5作品アワード　アイディア賞、アイル賞、入選1作品
第19回みたかビジネスプランコンテスト　特別賞
第11回 e-ZUKAスマートアプリコンテスト2022　飯塚市長賞、TRIART賞

： 98.2

■就職者数
：

55

■就職指導内容
キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面
接指導など

■卒業者数
：

56



（Ａ：単位時間による算定）
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うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

教員の属性
（専任教員に
ついて記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校
等においてその担当する教育等に従事した者
であって、当該専門課程の修業年限と当該業
務に従事した期間とを通算して六年以上とな
る者

（専修学校設置基準第41条第1
項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等
（専修学校設置基準第41条第1

項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者
（専修学校設置基準第41条第1

項第3号） 0

 ④ 修士の学位又は専門職学位
（専修学校設置基準第41条第1

項第4号） 0

 ⑤ その他
（専修学校設置基準第41条第1

項第5号） 1

 計 4

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経
験を有し、かつ、高度の実務の能力を有する者を想定）の数

企業等と連携
した実習等の

実施状況
（Ａ、Ｂいず
れかに記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2,970

うち企業等と連携した演習の授業時数 180

うち必修授業時数 180

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 180

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://computer.trident.ac.jp/

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/
https://computer.trident.ac.jp/


種別

③

③

③

①

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
常に業界第一線の状況を把握し、最先端の知識や技術を学校として吸収し教育内容に反映していくことはもちろんのこ
と、学生への教授についても第一線の仕事のすすめ方なども熟知したうえで実施するため、本校で開催する教育課程編
成委員会においては、関連企業、業界団体、学識経験者等からの要請、提言を聴取し、該当学科、ひいては学校全体の
教育運営に資することを目的とする。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
上記の方針により設置される教育課程編成委員会は学科の諮問、支援会議体として校長の委嘱を受けた委員により、該
当学科の授業科目の設定、授業内容の改善、授業手法の開発・改善など全般的な助言を行う。提出された助言について
は、校長、教務チーフにおいて協議のうえ学科主任に指示し、実行や改善に着手する。また、教育課程編成委員会からの
助言とその助言に基づく学校としての改善実行計画については、別の委員会である学校関係者評価委員会で特に言及し
評価を受けるものとする。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

田中 勇夫 岡谷システム株式会社
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

令和４年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

岡田　伸夫 旭情報サービス株式会社
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
セキュリティ教育に関する取り組みは新しい取り組みであり、学生にとっても仕事に対する実感が持てる機会となるため、
引き続き続けてほしいとのご意見があり、引き続き注力していくこととする。
カリキュラムの変更について各委員より意見をいただいた内容を参考に、資格合格者の増加をめざしていくこととする。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

第１回　令和４年８月２４日　１３：００～１５：００
第２回　令和５年２月２０日　１３：００～１５：００

年2回開催　①8・9月　②2・3月

木田 徳彦 一般社団法人ソフトウェア協会
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

佐藤 浩一
トライデントコンピュータ専門学校
情報処理系学科　学系主任

令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

橋本 祐史
トライデントコンピュータ専門学校
情報処理系学科　学科主任

令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

福井　由紀
トライデントコンピュータ専門学校
キャリアセンターチーム　チーフ

令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

佐藤 亮介 株式会社マップクエスト
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

卒業研究
実機演習に裏打ちされた技術力と豊富な経験を元に、独
自テーマでの情報システム開発を行う。発表と相互評価を
繰り返し、企業の方からも評価とアドバイスを得る。

株式会社ジェイテック
有限会社オールラウンドプロ

デュース

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業との連携による演習等の科目においては、企業の業務水準を現実的に体感させることを主目的に設定する。疑似体
験的な演習講義を通じて、企業で日常使われている技術・知識を体験、習得させる。また、授業を通じて学生たちが生み
出した成果物に対する評価においても、学校という教育環境下での評価ではなく、市場を見据えた企業の現実の評価基
準での判定を実施していただく。また、こうした演習全体を通じて、社会人基礎力を涵養していくことも合わせて目的に設定
する。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容

コンピュータアプリケーションを開発する際に、企画立案、プロトタイプ設計、実装という大きな開発の流れがあるが、その
要所において、企業の実務担当より課題、評価、助言を得ることにより、より現実的な開発のプロセスを学内の演習授業
の中で実体験として再現し、より実務に近い環境を学生に提供する。具体的には、グループによる開発演習において、企
業の担当者を学内に招き、プレゼンテーション形式で開発演習の進捗を発表する。その際、企業より質問を受け、課題の
提示、進捗内容の評価を受け助言を頂く。

（３）具体的な連携の例　※科目数については代表的な５科目について記載

勝田 雅人
トライデントコンピュータ専門学校　校長
（学校責任者）

令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

中原　千賀子
トライデントコンピュータ専門学校
教務チーム　チーフ

令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

（開催日時）



②指導力の修得・向上のための研修等

②指導力の修得・向上のための研修等
研修名「学びの質を高める授業改善と退学防止」（連携企業等：株式会社授業学研究所）
期間：令和４年８月３０日（火）　対象：全教員
内容：学生のやる気を引き出す空間づくり、授業効果を高める発問・ペアワークとグループワークなど授業手法について学
ぶ

①専攻分野における実務に関する研修等
研修名「セキュリティ・ミニキャンプin大阪 一般講座」（連携企業等：一般財団法人 関西情報センター(KIIS)）※オンライン参
加
期間：令和５年３月２４日(金)    対象：高度情報学科・情報処理学科・情報キャリアプロ学科専任教員
内容：セキュリティの第一人者による講演の視聴（上野宣氏，はせがわようすけ氏，竹迫良範氏 等）

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

専門学校教員として、自己の専門分野における最先端の知識・技術の習得のために、業務上一定の時間を費やすことを
学校として求めている。研修等の諸規程に定められている通り、年度当初にチーフと学科主任、各教員で実施する研修に
ついての年間計画を立案し1名あたり２～３回の研修を義務付けている。教員はそれらの研修を通じて各々が専門分野の
知識向上に努めている。ただし、個人の努力目標のみではなく、業界第一線の知識・技術の習得については学校として機
会を積極的に提供していく。また、専門知識のみではなく、授業に関わる技術など教育力向上のための機会についても年
度当初に年間計画を立案し、1回以上の実施を法人全体の課題として取り組んでいく。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「第1回，第2回 Splunk合同勉強会」（連携企業等：三井物産セキュアディレクション(株)MBSD）※オンライン参加
期間：令和４年６月２日(木)，８月９日(火)　対象：高度情報学科・情報処理学科・情報キャリアプロ学科専任教員
内容：総合ログ管理ツール（ログ収集/分析/可視化）Splunk の授業を担当するための技術研修

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「あいちデジタルアイランドプロジェクト「アバターロボットを活用した実証実験」（連携企業等：avatarin(株)）※リモー
ト参加
期間：令和５年３月２２日(水)　　対象：高度情報学科・情報処理学科・情報キャリアプロ学科専任教員
内容：遠隔操作ロボットavatarinアバターインの操作体験

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
教育理念・教育目的、教育目標、教育目標の周知、独自性の高い教育
内容・手法、教育手法に対する各方面からの評価

（２）学校運営
学校運営の方針、学校組織の運営・意思決定プロセス、組織の活性
化、業務の効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

校長直属の委員会として学校関係者評価委員会を設置し、「学校自己点検・評価報告書」および「授業科目等の概要」を
中心に学校に対する外部評価を実施する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 学校施設・設備の充実、防災、保健衛生管理
（７）学生の受入れ募集 入学選考の考え方、学生募集活動の考え方
（８）財務 予算・監査

（３）教育活動

各学科の概要と学修目標、教育目標とカリキュラム編成、カリキュラム
に対する評価体制、各学科のカリキュラム編成方法、IT業界人材ニー
ズの把握、授業計画・コマシラバス、インターンシップ、授業・科目の編
成、専門教育・一般教育の配分や考え方、実習の意義、キャリア教育、
教育方法の工夫、授業内容の把握・分析・評価体制、講師の採用基
準、現在の講師陣の状況、講師の専門性把握および教育スキルの向
上、成績評価・単位認定の考え方、資格取得、退学についての考え方

（４）学修成果
資格取得指導、資格取得状況、卒業生に対する評価、在校生の作品
成果・受賞の状況

（５）学生支援
就職指導の全体方針、就職指導体制、就職指導管理・就職実績、具体
的就職指導、学生生活相談、奨学金や学費についての支援、学生の
健康診断、クラブ活動、卒業生支援(同窓会)

（９）法令等の遵守 法令等の順守

研修名「アカデミック・ハラスメント防止・対策～叱っても感謝される教員を目指して」（連携企業等：株式会社ハーモニーク
リエイション）
期間：令和５年３月６日（月）　対象：全教員
内容：アカハラについて理解し、叱っても感謝される教員をめざして、一人一人の未来に貢献する方法を考える

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「主体的・対話的で深い学びの実現～専門学校ＡＬ形式中心の授業スキル向上の習得」（連携企業等：株式会社
AL&AL研究所）
期間：令和５年８月２９日（火）　対象：全教員
内容：ＡＬ形式の授業スキルの向上

①専攻分野における実務に関する研修等
研修名「Splunk Entry Hands-On Workshop」（連携企業等：Splunk日本法人）
期間：令和５年８月２日（水）　対象：高度情報学科・情報処理学科・情報キャリアプロ学科専任教員
内容：総合ログ管理ツール（ログ収集/分析/可視化）Splunk の授業を担当するための技術研修

（３）研修等の計画



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
業界・職能
団体
業界・職能
団体

高校教諭

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
育成人材像については、学科ごとにまとめられたカリキュラムマップにより具体的になっているため今後も継続してほしい。
育成人材像については、どのような部分を強化していきたいかが具体的でないとの指摘があった。次年度以降は具体的
に標記していくこととする。出席状況など学生や保護者にも共有できる仕組みがあるほうが良いとの指摘があったが、今後
システム導入も含めて検討することとした。企業連携、業界研究などを積極的に行っている姿勢が伺えるので今後も続け
てほしいとのこと。今後も変わらず注力していく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和4年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献
法令遵守の方針、個人情報保護の方針、学校自己点検・自己評価及
び第三者評価

（１１）国際交流

仲野　英明 株式会社ハ・ン・ド
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

鈴木　敬 株式会社プリアップパートナーズ
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

篠原　たかこ 公益財団法人画像情報教育振興協会
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

酒井　章次 株式会社ジェイテック

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
URL：https://computer.trident.ac.jp/　ホームページで毎年７月末日に公表

（８）学校の財務 河合塾学園事業報告
（９）学校評価 自己点検・自己評価報告書
（１０）国際連携の状況

NPO法人キャリアアップセンター
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

内田　武司

（７）学生納付金・修学支援 学費、学費援助制度

（２）各学科等の教育
各学科のカリキュラム編成方法、年間の授業計画、進級・卒業の要
件、資格取得・検定試験合格等の実績、卒業後の進路

（３）教職員 教職員組織図

（４）キャリア教育・実践的職業教育
実習の意義、キャリア教育、就職指導の全体方針、就職指導体制、就
職指導管理・就職実績、具体的就職指導

愛知県春日井商業高等学校
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、クラブ活動
（６）学生の生活支援 学生生活相談

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

広報的作成物だけではなく、自己点検などの機会を利用して正確な情報を整理し、順次公開を進めていく。また、学生配
付物についても、より多種な情報提供をリアルタイムで提供できるように取り組みを進めている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
教育理念・教育目的、教育目標、学校運営の方針、特色、校長名、所
在地・連絡先、学校の沿革、防災、保健衛生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
ホームページで公表（毎年７月末日に）
URL：https://computer.trident.ac.jp/

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

高野　正義

http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
http://computer.trident.ac.jp/
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○ 社会人基礎力

社会人として活躍するための重要な能力のひとつであ
る「社会人基礎力」は2006年経済産業省から提案され
た。本科目では、これを構成するいくつかの要素に着目
し、各種の課題をこなすことによって社会人として必要
な基本スキルを身につける。

1
前

90 3 ○ ○ ○ ○

○ 筆記試験対策

新卒採用選考試験においては、大多数の企業で適
性試験（能力検査＋性格検査）が実施される。専
門のテスト会社が作成した共通テストを採用して
いる場合が多い。本科目では、SPI2・CAB・プログ
ラマ適性試験で高得点を得るために必要な知識と
解法を習得する。

2
後

60 2 ○ ○ ○

○ 業界研究

IT業界に関わる基本知識（ソフトウェア・情報処
理業界の現状と動向、企業群の分類、代表的な職
種など）を習得し、企業講演を通してその具体的
な姿をイメージできるようにする。さらに、就職
活動における自己表現を題材として、他人に効果
的に伝える技能（コミュニケーションスキル）を
習得する。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 企業研究

業界・業種・職種にはそれぞれ違いがあり、自分
の希望条件と現実の状況によって、就職活動の
ターゲットも異なってくるだろう。本科目では、
自分が就職活動する業界・業種・職種を絞り込め
るまでの企業研究を行う。さらに、就職活動に必
要なマナーの定着および履歴書添削も行う。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 就職研究

最終学年は、それぞれが目標とする就職活動を学
生個々人で主体的に行動する一年間である。本科
目では、個々の学生の就職活動の状況を把握し、
効果的に就活を進めるための総合的サポートをお
こなう。（就活相談、自己分析、企業研究、履歴
書添削、筆記試験対策、面接対策など）

3
通

60 2 ○ ○ ○

○ 情報リテラシ

Officeアプリは単に清書のための道具ではない。すば
やいアプリ操作とネット検索のリテラシーを身につけ，
大量データを分析し、ドキュメント共有と外部サービス
連携を活用することでコラボレーション（共同作業）は大
きく推進する。本科目では、ICT活用のさまざまな事例
を実習を通じて体験し、生産性向上の基本スキルを習
得する。

1
後 60 2 ○ ○ ○ ○

○ ○

日本のIT産業に携わる者にとっての基本となるこ
の知識体系は、国家試験「基本情報技術者試験
(FE)」のシラバスとしてまとめられている。本科
目では、このシラバスに準拠して基本的なテクノ
ロジ知識を習得する。
また、システム開発の工程上で作成される各種ド
キュメントについて学習する。まずは国家試験
「基本情報技術者試験(FE)」の知識体系として基
礎を学ぶ。

420 14 ○ ○ ○情報技術○
1
前

授業科目等の概要

（工業専門課程　高度情報学科）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
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○
プログラミン
グ技法

Javaは、最も普及しており開発者の需要も非常に高い
オブジェクト指向プログラミング言語である。
本科目では、Java文法の知識、基本的なデータ構造と
アルゴリズムの知識、オブジェクト指向プログラミングの
知識を実機演習を通して習得する。
HTML5＋スタイルシート(CSS3)＋JavaScriptは、マルチ
プラットフォームの実行環境の最有力候補といえる。本
科目では、Webページの構造を理解するとともに、
JavaScriptを使って動的Webページが制作できる知識を
実機演習を通して習得する。
C#（シーシャープ）は言語そのものの特徴もさることな
がら、その開発環境であるVisual Studioの操作性と機
能の高さには定評があり、Windows系のシステム開発
を手がける企業の多くがC#を主力言語として位置づけ
ている。本科目では、C#言語によるデスクトップアプリ
開発を主とした技術知識を実機演習を通して習得す
る。

1
通
・
2
前
・
3
前

420 14 ○ ○ ○ ○

○ アプリ開発

情報技術の活用で、これまではできなかった効率的・効
果的な問題解決が実現できるようになった。しかしビジ
ネスにおいては、アイデアをアプリで実現するというレ
ベルに留まらず、採算性や事業継続性まで含めたビジ
ネスプランを策定する必要がある。本科目では、ビジネ
スプランを取り巻く要素について事例研究を通して学習
した後、学生を対象にしたビジネスプランコンテストへの
エントリを目指したグループ実習をおこなう。
Androidは世界シェア１位のスマートフォン用基本ソフト
であり、安定した品質のAndroidアプリを効率的に開発
できる技術者が求められている。
本科目では、Java言語によるAndroidネイティブアプリ
開発実習を通して、イベントリスナー型プログラミングの
基礎を習得し、タッチパネル操作を前提としたAndroidア
プリ開発をおこなう。
スマートフォン／タブレットの出荷台数はすでにPCを越
えており、これらを活用した業務システムの開発ニーズ
は今後も着実に増えていくと予想される。本科目では、
Java言語によるAndroidネイティブアプリ開発技術を演
習を通して習得する。さらに、オリジナルのAndroidアプ
リ企画・プロトタイプ開発をおこなう。
Apple社のiPhone／iPadは洗練されたデザインと優れた
操作性で人気が高く、アプリケーション開発者からの
ニーズも高い。本科目では、SwiftとXcodeを使用した
iPhone／iPadネイティブアプリケーションの開発ができ
る技術知識を実機演習を通して習得する。最終課題で
は、オリジナルのiPhone／iPadアプリケーション開発を
行う。

1
後
・
2
通
・
3
前

690 23 ○ ○ ○ ○

○ サーバ管理

Linuxの設計思想・基盤などの基本概念を実習を通して
触れる。端末によるコマンド操作がどのように役に立つ
かを体験し、Linuxがなぜ必要なのかを理解してもらう。
また、ベンダー資格と同列に位置づけられるLinux技術
者認定試験 LPIC-1／LPIC-2それぞれの一部に該当
する知識技能を実機演習を通して習得する。
全社員が使用するサーバOSの導入においてはネット
ワークに関する高度な技術知識が必要となる。本科目
では、Microsoft認定技術者試験 70-410「Windows
Server 2012の導入と構成」に準拠した技術知識、およ
び、Linux技術者認定試験 LPIC-1／LPIC-2それぞれ
の一部に該当する技術知識を実機演習を通して習得す
る。

2
前
・
3
前

180 6 ○ ○ ○ ○



○
セキュリティ
技術

HTTPはシンプルな通信規約であるため、業務システム
をWebで開発する際にはセキュリティ面に十分注意をは
らう必要がある。本科目では、Apache系HTTPサーバ、
PHP、MySQLという動作環境で、Webセキュリティに配
慮した応用的なPHPサーバサイドプログラミングができ
る技術知識を実機演習を通して習得する。

2
後 60 2 ○ ○ ○ ○

○ デジタル技術

Raspberry Piを使って、情報処理技術者試験で学んだ
ハードウェア・ソフトウェア・ネットワーク・プログラミング
等の基礎技術を具現化するとともに、Raspberry Piで実
現可能な様々なアイデア・技術の表現方法を、実機演
習を通して習得する。
PaaS (Platform as a Service)とは、クラウド上に存在す
る基本アプリに対して拡充機能の開発やカスタマイズを
行うことができる実行環境である。本科目では、PaaSク
ラウドサービスにおける開発の流れと技法を体験する。

3
通

180 6 ○ ○ ○ ○ ○

○
ビジネススキ
ル

企業がどのように儲けているのかの基本的な仕組みを
理解し、事例から経営方針・企業戦略・戦術を分析する
力を習得する。それを元にビジネスプランを構築、事業
計画書を作成を最終目標とする。

3
前

60 2 ○ ○ ○ ○ ○

○ 卒業研究

３年間学習してきたことの集大成として、アプリケーショ
ンの企画から設計、開発、テスト、プレゼンテーションま
で一連の流れを経験する。技術革新の早いIT業界にお
いて、常に新しい技術へのチャレンジと、要件定義や設
計などの変わらない定石の大切さを学ぶ。また、機能
的なシステムを構築するだけでなく、保守性や拡張性を
考慮し、ユーザビリティやビジネスモデルまで踏み込ん
だシステム開発を目指す。

3
後

180 6 ○ ○ ○ ○ ○

○ ＣＧ素材制作

情報処理系学科のアプリ制作であっても、著作権フリー
のCG素材ばかりを利用するだけでなく、CG素材を自作
できるようになると表現力が増す。本科目は、無料で使
用できるオンラインソフト／オープンソース系の画像ソフ
トを使用して、スマートフォンアプリ開発で使用する各種
のオリジナルCG素材を作成するための技法を習得す
る。

2
通

120 4 ○ ○ ○

○ アルゴリズム

より良いプログラムを作成するためには最適なア
ルゴリズムとデータ構造の選択をする必要があ
る。そのためには、いろいろなアルゴリズムや
データ構造の仕組み（考え方）や特徴を理解して
いることが求められる。基本的なアルゴリズムと
データ構造を理解するとともにＣ言語の文法を習
得し、Ｃ言語でより良いプログラミングができる
ようになることを目指す。

2
通

120 4 ○ ○ ○

○ ネットワーク

Internetが普及し、あらゆるものが有線/無線でネット
ワーク接続されるようになった現代。多くの人々はやや
もすると、それをごく単純で当たり前のことだと捉えては
いないだろうか。しかし、機器が正常にネット接続されて
いること、アプリが正常に通信できることの背後には、
幾層にも重なり合った技術基盤が存在している。本科
目では、OS標準の各種コマンドや各種ネットワークツー
ルを用いた実機演習を通して、TCP/IPに関する総合的
な技術知識を習得する。

2
通

120 4 ○ ○ ○



○ 英会話
コンピュータ技術にも技術者にも国境はない。英語圏の
企業やクライアントとのビジネス、交流を意識した準備
に取り組む

2
通

120 4 ○ ○ ○

○ ビジネス会計

会計の基本や基準を学習し、会計システムを必要とす
る顧客とのコミュニケーション能力を高め、企業など組
織の活動を貨幣額にもとづいて計算・分類・記録・管
理・報告・分析する手法を知り、これまでに学んだITのノ
ウハウにそれを組み合わせることにより、企業等が必
要とする要件をしっかりと汲み取ることができ、また、そ
れに応じた的確な提案ができる力を習得する。

3
通

120 4 ○ ○ ○

○ FP

社会人になって自分でお金を稼ぐようになると、
限られた収入の中で支出をコントロールして生活
しなければならない。税や保険の仕組み・資産運
用などお金に関する基本的な知識を幅広く身に着
けて、豊かなライフプランを立てられるようにす
る知識を習得する。

3
通

120 4 ○ ○ ○

○
システム設計
演習

業務の特性や顧客の要求、情報システムの特性やテク
ノロジを考慮し、情報システム全体が構想出来ることと
ともに、設計プロセスそれぞれの視点やモデル化、図
式化の基礎的な取り扱いや作成方法を元に設計作業
を行い、設計書を作成することが出来るようになる知識
を習得する。

3
通

120 4 ○ ○ ○

○ Python

人工知能や科学技術計算などの分野で幅広く使われ
るようになったプログラミング言語の基礎から応用まで
を知り身につけ，様々な分野で利用できるよう知識を習
得する。

3
通

120 4 ○ ○ ○

○
ビジネス英会
話

少子高齢化が進む日本。日本国内という閉じた商圏だ
けを想定せず，海外に視野を向けてビジネス展開する
ことが当然の企業戦略となっている。そして多くの外国
人が，英語を世界共通語として学んでいる現状がある。
本科目では、英語でのコミュニケーション実習を通じ
て，基本的な英会話能力を習得する。

3
通

120 4 ○ ○ ○

○
応用情報集中
対策

「応用情報技術者試験(AP)」は解答群に頼らず、記述
式で解答する実力が求められる試験であり、IT業界へ
の就職活動においても非常に評価されるため、合格を
目指したい。本科目では、同試験「午後の問題」の過去
の出題を分析し、合格のために必要な知識と解法を習
得する。

1
後
・
2
通
・
3
通

210 7 ○ ○ ○

○
基本情報集中
対策

「基本情報技術者試験(FE)」は日本のIT産業に携
わる者にとって文字どおり基本となる知識の集大
成といえる。IT業界への就職活動においてもっと
も評価される試験の一つであり、ぜひ合格を目指
したい。本科目では、同試験「午後の問題」の過
去の出題を分析し、合格のために必要な知識と解
法を習得する。

1
後
・
2
通
・
3
通

210 7 ○ ○ ○



○
ＩＴパスポー
ト集中対策

国家試験「ITパスポート試験(IP)」はテクノロジ
分野だけでなく、ストラテジ／マネジメントに関
する出題が過半数を占める試験である。学生から
職業人へと意識を変えるための教材としてこの試
験を活用したい。本科目では、同試験への合格を
目標に既出問題を分析し、必要な知識を習得す
る。

1
後
・
2
通
・
3
通

210 7 ○ ○ ○

○
情報セキュリ
ティマネジメ
ント集中対策

「情報セキュリティマネジメント試験(SG)」は2016年に新
設された国家試験であり、情報セキュリティ管理の国際
標準や公的ガイドラインについての出題を積極的に取
りあげている。本科目では、同試験への合格を目標に
参考資料や既出問題を分析し、必要な知識を習得す
る。

1
後
・
2
通
・
3
通

210 7 ○ ○ ○

○
ベンダー資格
集中対策

ベンダー資格は座学だけでなく実機演習を通して
学ばねばならない出題も多く、有名ベンダー資格
については国家試験と並ぶほど企業の評価も高
い。本科目では、各人で目標とするベンダー資格
を選択した後、その合格のために必要な知識を習
得する。

1
後
・
2
通
・
3
通

210 7 ○ ○ ○

２８科目

当年次に３０単位以上取得して、卒業判定会議で承認されること
１学年の学期区分 ２期
１学期の授業期間 １５週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 ２９７０単位時間(９９単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等


